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近年、審美性や生体安全性の追求により各メーカー

からいろいろな熱可塑性樹脂が販売されている。熱可

塑性樹脂と人工歯との接着は困難であり、我々歯科技

工士は人工歯に維持孔を付与して、熱可塑性義歯床に

対して人工歯を機械的に維持させている。本報では、

各種床用樹脂と人工歯の組み合わせによる結合力の変

化について調査を行った。更に、既製の維持孔付人工

歯についても検討を加えたので報告する。

本研究に用いた材料を表１に示す。人工歯はレジ

ン歯、硬質レジン歯の２種類、床用樹脂は１０種類

の熱可塑性樹脂、比較のため加熱重合レジン２種類

を使用した。

使用材料

人
工
歯

ﾚｼﾞﾝ歯（P）
ﾋﾟｭｱ維持孔なし
ﾋﾟｭｱ維持孔あり （ｸｴｽﾄ）

硬質ﾚｼﾞﾝ歯（HP）
ﾊｰﾄﾞﾋﾟｭｱ維持孔なし
ﾊｰﾄﾞﾋﾟｭｱ維持孔あり （ｸｴｽﾄ）

加熱重合ﾚｼﾞﾝ
ｱｸﾛﾝ（ｼﾞｰｼｰ）

ｲｿﾚｼﾞﾝ（ﾊｲﾃﾞﾝﾀﾙ）

熱
可
塑
性
樹
脂

熱可塑性ｱｸﾘﾙ樹脂

ｱｸﾘｼｮｯﾄ（ﾃﾞﾝｹﾝ）

ｱｸﾘｼﾞｪｯﾄ（ﾊｲﾃﾞﾝﾀﾙ）

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ樹脂

ﾚｰﾆﾝｸﾞ樹脂（東伸洋行）

ｼﾞｪｯﾄｶｰﾎﾞ・ﾊﾞｲｵｶｰﾎﾞ（ﾊｲﾃﾞﾝﾀﾙ）

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂 ｴｽﾃｼｮｯﾄ（ｱｲｷｬｽﾄ）

ﾎﾟﾘｱﾐﾄﾞ樹脂

ﾙｼﾄｰﾝ（DENTSPLY)

ﾊﾞﾙﾌﾟﾗｽﾄ（ﾊﾞﾙﾌﾟﾗｽﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ）

ﾊﾞｲｵﾄｰﾝ・ﾊﾞｲｵﾌﾟﾗｽﾄ（ﾊｲﾃﾞﾝﾀﾙ）

図１ 試験片形状

Ｃ.結果と考察

図３ 硬質レジン歯と各樹脂との結合力

図４ レジン歯と各樹脂との結合力

プライマー処理については、バイオカーボが加

熱重合アクリルより高い数値を示したが、バルプ

ラストについては効果が見られなかった。

表１ 本研究に用いた材料
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図５ 硬質レジン歯と各樹脂の結合力
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図６ レジン歯と各樹脂の結合力

既成の維持孔付人工歯（クエスト）と各樹脂

の結合力を図５、図６に示す。硬質レジン歯で

は、加熱重合アクリル樹脂と比較すると数値的

には多少低いが、すべての熱可塑性樹脂におい

て、結合力がかなり向上した。レジン歯でも同

様の傾向を示しているが、全般的に結合力が硬

質レジン歯より高い値を示した。またバイオ

カーボプライマー処理については、加熱重合ア

クリル樹脂と同レベルの高い数値を示している。

２．人工歯維持孔ありタイプ

Ｄ.まとめ

１）樹脂の種類により結合力の差が見られるが、人

工歯との組合せにおいて、維持孔なし、維持孔あり

タイプ共にレジン歯が硬質レジン歯と比較して結合

力が高い傾向を示した。

２）人工歯に維持孔を付与することにより、明ら

かな結合力の向上が見られ、特にポリエステル系、

ポリアミド系の熱可塑性においては何らかの機械

的維持は必要不可欠と考えられる。

図２ 試験片の埋没

Nowadays many manufacturers start to sell various thermoplastic resin for pursuing beauty 

and biocompatibility.  As we know it is difficult to bond thermoplastic resin to artificial tooth, 

so we make it become possible by making a retention hole(HR).  We can see from this report 

that the variation of connective force between artificial tooth and resin by changing the set of 

them.  Besides that we also made a research on ready-made artificial tooth with HR.
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1.人工歯維持孔なしタイプ

維持孔なしの人工歯と各樹脂の結合力を図３、図

４に示す。アクリルおよびポリカーボネイト系の熱

可塑性樹脂と加熱重合アクリル樹脂は、ある程度の

結合力を示したが、ポリエステルおよびポリアミド

系の熱可塑性樹脂は、ほとんど結合しない結果と

なった。硬質レジン歯とレジン歯で同じような傾向

を示しているが、アクリジェットとポリカーボネイ

ト系樹脂はレジン歯の数値が高くなった。

Ａ．目的

Ｂ．供試材料および実験方法

試験片はそれぞれの組合せに対し１０個ずつ製作

した。結合力の測定は、オートグラフ（島津製作

所）を使用し、1.0㎜/minのクロスヘッドスピードで

試験片に荷重を加えて行った。試験結果は１０点の

測定値から最大値と最小値を除いた８点の平均値と

して算出した。

JIS T 6506を参考に図１

のような試験片を製作した。

ワックス複製を製作して埋

没、脱ロウ後、残留ワック

スを洗剤を含む沸騰水で流

し取り、更に沸騰水ですす

いだ。加熱重合レジンの場

合は、脱ロウ後に分離材を

塗布し、填入後７０±２

０℃の温湯に９０分間、沸

騰水に３０分間浸せきして

重合した。熱可塑性樹脂の

場合は、図２のように無開

輪重合法で埋没し、キャス

ティング岡本コスモスデン

チャーシステムを用いて射

出成形した。バルプラスト

については、専用の射出機

を使用した。プライマー使

用の場合、開輪後３回塗布

を行った。
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